
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

    
校歌の由来  

 創立５０周年を記念して、校歌をつくることになった。当時ＰＴＡ会長の野々村光男氏

に相談したところ、遠縁に当たる丸山薫氏（詩人）に依頼してはとのことで、即時依頼し、

詞をつくっていただいた。 

 また、作曲は、当時学芸大学教授永見貞三先生に依頼し、更に小学校３～４年の児童が

演奏可能な合奏総譜をつくっていただいた。以来１５年間六南小の歌として歌いつづけら

れている。 

 

校風と伝統 

 伝統とか校風というものは、やはり今日つくられつつあるということばを更に拡大して、

目標に向かって努力している一つの気風及びそれに伴う実践活動が毎日の問題として５年

にわたって、ほとんど日常活動の中に定着しているように思えることは、校風ともいえる

と思います。 

“たくましさ”と“やさしさ”です 

 本校が体力づくりと学校緑化に同時にとりくんだのは、昭和４５年です。 

 体力づくりの根幹はスタミナづくりと考え、この５年間、年中毎日軽装はだしの集団か

け足、トラック一周６０秒が、今日では５０秒で、高学年は２０００ｍを走りぬきます。 

 次に、本校では、赴任教職員が４月１日にかなりの記念植樹をします。職員にも子ども

にも、植物を育てる心配りを培いたいのです。子どもと職員の手で５年間に育苗した木が

２２００本定植されています。 

 

人とことば 

 野々山光男氏の御努力により、日本有数の詩人である丸山薫氏に作詞の依頼ができた事

は幸せであった。 

 また、作曲並びに合奏総譜は、同窓生（竜城会）永見教授に依頼することができた。 

 発表会には作詞者、作曲者、並びに歴代学校長等、多数の参会のもと、独唱、斉唱、器

楽演奏等、成大に行う事ができた。 

制定時の校長 武田義博氏 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

創   立 明治４１年 ４月 １日 

校 歌 制 定 昭和３４年 ３月 

制定時の校長 武 田 義 博 


